
氏名 新宮 一成

専門分野

・精神科専門医ならびに臨床心理士としての精神科診療とメンタルヘルス業務。
・奈良大学公開講座「夏の夜話2017」における講演「人と人をつなぐ無意識」（7月7
日）
・奈良大学「保護者の集い」(高松)における講演
　「夢の今昔-それは見るものか語るものか-」
・精神病理学会、精神医学史学会、芸術療法学会、描画テスト・描画療法学会の理事

・臨床心理学演習Ⅰ（二）
・臨床心理学演習Ⅱ（二）
・心理アセスメント実習Ⅰ
・心理アセスメント実習Ⅱ
・カウンセリング実習Ⅰ
・カウンセリング実習Ⅱ
・臨床心理学特殊講義（二）
・臨床心理学特殊講義（三）
・精神分析学
・精神医学

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・歴史フォーラム委員

通信教育部担当科目

授業科目

学部担当科目

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

精神神経学、精神病理学、精神療法学、精神分析学、精神医学史、病跡学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科学研究費（基盤研究（C)）「岩倉病院資料の分析に基づく精神医療史の研究」研究
代表者：中村治、研究分担者：新宮一成。
・科学研究費（挑戦的萌芽研究）「歴史理解にもとづく精神保健福祉教育プログラムの
開発」研究代表者：橋本明、研究分担者：新宮一成。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

　
・精神医学特論          ・心身医学特論
・臨床心理学演習Ⅰ（一）・臨床心理学演習Ⅱ（一）
・臨床心理学演習Ⅲ（一）・臨床心理学演習Ⅳ（一）
・臨床心理実習（通年）

大学院博士後期課程
担当科目

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本精神神経学会、日本精神病理学会、日本精神医学史学会、日本精神分析学会、
日本芸術療法学会、日本描画テスト・描画療法学会、他。

神経症と精神病における病理体験の臨床的解明と精神療法、ならびに人間主体の無意識
への構造論的接近。

京都大学医学部卒

医学博士



単著

単独講
演

司会

精神分析＆人間存在
分析、通巻25号

2018年3月

奈良大学における科
研費研究会の開催と
司会を担当

2018年3月

名古屋大学における
「家族、母子関係、
夫婦関係、無意識、
「ひきこもり」に関
する日仏シンポジウ
ム」

2018年3月

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

アメリカの精神疾患分類の最新版で
あるDSM-5において、従来の疾病単
位の概念に代わってスペクトラムに
よる連続性の概念が取り入れられて
おり、これにより過去の単一精神病
論が蘇っていることを論じた。27-
46頁

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

研究業績[著書、学術論文等]

①（招待講演）無意識の因
果性－精神分析における時
間と無

地域における心の健康支援という現
代的課題をめぐり、京都洛北の精神
障害の家族的介護の伝統から学ぶた
め、この伝統の研究者の講演を実施
し、本学の心の健康の関係者との間
での討論を開催し司会を行った。

（学会発表）

①（科研費研究会）洛北岩
倉の家族的介護の伝統に学
ぶ、地域における心の健康
支援

（その他）

日本の思想的伝統において、家族を
めぐる精神的な現象は仏教的な「因
果」によって生起すると捉えられて
おり、この認識は精神分析における
近代的な因果性の認識と共通するも
のがあることを論じた。

①スペクトラムの亡霊：あ
る廃墟の風景－精神分析か
ら観るDSM-5－．


